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垂
加
神
道
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究

　
│
神
典
解
釈
の
問
題
を
中
心
に
│

齋　

藤　

公　

太

は
じ
め
に

　
『
古
事
記
』
の
解
釈
史
に
お
い
て
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』（
明
和
元
〈
一
七
六
四
〉
年
起
稿
）
が
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
こ
と
は

あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
宣
長
以
前
に
も
近
世
の
『
古
事
記
』
研
究
は
着
々
と
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
い

わ
ゆ
る
「
国
学
」
以
外
の
注
釈
も
含
ま
れ
る
が
、
国
学
と
そ
れ
に
先
行
す
る
儒
学
・
神
学
と
の
境
界
は
必
ず
し
も
分
明
で
は
な
い）

1
（

。
宣
長

の
功
績
を
正
確
に
位
置
づ
け
、『
古
事
記
』
解
釈
史
を
実
態
に
即
し
て
理
解
す
る
た
め
に
は
、
宣
長
以
前
の
注
釈
に
関
す
る
研
究
が
不
可

欠
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
は
か
か
る
問
題
意
識
か
ら
儒
家
神
道
の
代
表
た
る
垂
加
派
の
『
古
事
記
』
研
究
を
と
り
あ
げ
る
。
垂
加
派
の
手
に
な
る
『
古
事
記
』

の
注
釈
は
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
資
料
が
現
存
し
て
い
る
。
本
稿
は
そ
れ
ら
の
資
料
を
通
じ
て
、
従
来
の
『
古
事
記
』
解
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釈
や
垂
加
神
道
の
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
垂
加
派
の
『
古
事
記
』
研
究
に
光
を
当
て
る
試
み
で
あ
る
。

　

個
別
の
資
料
に
関
し
て
は
す
で
に
論
文
が
あ
る
も
の
の
、垂
加
派
の
『
古
事
記
』
研
究
を
主
題
と
し
た
先
行
研
究
は
管
見
の
限
り
な
い
。

唯
一
、
股
座
真
実
子
が
山
本
復
斎
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る）

2
（

。
股
座
に
よ
れ
ば
つ
と
に
垂
加
派
の
内

部
で
は
和
訓
の
問
題
が
浮
上
し
て
お
り
、
そ
の
関
連
で
復
斎
も
『
神
代
紀
抄
説
』
に
お
い
て
し
ば
し
ば
『
古
事
記
』
を
参
照
し
て
い
る
と

い
う
。
股
座
は
復
斎
が
契
沖
門
下
の
野
田
忠
粛
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
前
半
に
か
け
て

の
知
の
転
換
を
復
斎
ら
の
垂
加
派
に
見
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
股
座
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
た
だ
、
垂
加
派
に
お
け
る
和
訓
へ
の
関
心
は
し
ば
し
ば
付
会
的
な
語
釈
に
陥
り
が
ち
で
あ

り
、
国
学
の
古
言
理
解
と
は
異
質
な
面
も
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
差
異
に
留
意
し
つ
つ
考
察
を
進
め
て
い
く
。
な
お
、
松
本
丘
も
ま
た
垂
加

派
に
お
け
る
和
訓
へ
の
関
心
や
契
沖
と
の
関
係
に
触
れ
、「
国
学
派
に
先
ん
ず
る
形
で
、古
語
を
通
し
た
実
證
的
研
究
へ
の
道
を
拓
き
つ
つ
」

あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る）

3
（

。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
論
点
を
『
古
事
記
』
研
究
を
題
材
と
し
て
再
確
認
し
て
い
く
も
の
と
な
る
。

一
、
垂
加
神
道
の
『
古
事
記
』
観

　

具
体
的
な
資
料
の
考
察
へ
入
る
前
に
、
垂
加
神
道
に
お
け
る
『
古
事
記
』
観
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
近
世
に
お
け
る
初
期
の

『
古
事
記
』
の
版
行
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、
一
般
に
は
最
初
の
版
本
が
寛
永
二
一
（
一
六
四
四
）
年
前
川
茂
兵
衛
に
よ
り
刊
行

さ
れ
、
ま
た
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
に
度
会
延
佳
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
た
『
鼇
頭
古
事
記
』（
延
佳
本
）
が
刊
行
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る）

4
（

。

垂
加
神
道
の
形
成
期
に
お
い
て
『
古
事
記
』
の
披
見
は
比
較
的
容
易
な
状
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
垂
加
派
の
中
で
最
重
要
の
神
典
（
神
書
）
と
目
さ
れ
て
い
た
の
は
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
、
あ
る
い
は
『
中
臣
祓
』

で
あ
り
、『
古
事
記
』
は
さ
ほ
ど
重
き
を
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
山
崎
闇
斎
の
『
中
臣
祓
風
水
草
』
や
『
神
代
巻
風
葉
集
』
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に
お
い
て
『
古
事
記
』
は
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
上
述
の
神
典
の
理
解
を
補
助
す
る
も
の
と
し
て
の
位
置
づ
け
で

あ
る
。
闇
斎
門
流
に
よ
る
神
典
の
注
解
も
神
代
紀
や
中
臣
祓
を
対
象
と
し
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、『
日
本
書
紀
』
を
尊
重
し
、『
古
事
記
』
を
そ
の
補
助
と
す
る
古
代
・

中
世
以
来
の
伝
統
に
し
た
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
、
宣
長
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、『
書
紀
』
の
方
が
「
漢カ

ラ

籍ブ
ミ

の
ふ
り
を
な
ら

ひ
て）

5
（

」（『『
古
事
記
』
伝
』
一
之
巻
、
九
・
一
三
）
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
妙
契
論
に
よ
っ
て
通
俗
的
な
付
会
説
と
一
線
を
引
き
つ
つ
も
、

基
本
的
に
は
神
儒
一
致
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
垂
加
神
道
に
と
っ
て
、
漢
籍
風
の
潤
色
が
施
さ
れ
た
書
紀
の
方
が
よ
り
親
和
性
が
高
い
も

の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
宣
長
は
「
神
典
を
假
り
而
う
し
て
儒
道
を
説
く
者
な
り
」
と
い
う
観
点
か
ら
垂
加
神
道
を
批
判
し
た
が
、
よ
り
根
本
的
な
理

由
は
「
殊
に
知
ら
ず
人
は
神
に
非
ず
、
孰
れ
か
能
く
神
の
心
を
知
ら
ん
。
神
の
心
は
唯
だ
神
の
み
知
る
と
爲
す
」
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た

（
明
和
二
年
八
月
四
日
付
谷
川
士
清
宛
書
簡
、
草
稿
、
一
七
・
三
九―

四
〇
）。
す
な
わ
ち
神
典
を
人
間
の
主
観
的
な
「
理
」
に
よ
っ
て
解

釈
す
る
点
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
若
林
強
斎
に
よ
れ
ば
闇
斎
は
「
古
説
ヲ
立
テ
ヽ
ヲ
ボ
コ
ナ
ナ
リ
ニ
云
テ
置
ク
ガ
、
神
書
ヲ
讀

ノ
法
ナ
リ）

6
（

」（『
雑
話
続
録
』）
と
述
べ
て
い
た
と
い
う
。「
古
説
」
へ
の
批
判
こ
そ
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
闇
斎
も
ま
た
神
典
を
あ
る
が
ま

ま
に
読
む
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
た
の
で
あ
り
、そ
の
こ
と
は
『
日
本
書
紀
』
を
重
視
す
る
第
三
の
理
由
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。『
藤

森
弓
兵
政
所
記
』（
寛
文
一
一
〈
一
六
七
一
〉
年
）
の
中
で
闇
斎
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

 

然
古
來
之
説
、
有
レ
詳
有
レ
略
、
有
レ
同
有
レ
異
。
天
皇
博
聚
レ
之
、
具
紀
レ
之
、
不
三
敢
取
二
捨
之
一
。
敬
之
至
也
。
若
下
上
宮
太
子
・
蘓

我
宿
禰
撰
二
舊
事
紀
一
、
安
麻
呂
之
撰
中
古
事
紀
上
、
則
皆
一
決
成
レ
之
。
是
故
以
二
天
皇
之
紀
一
爲
二
萬
代
之
達
書

）
7
（

一
。
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神
代
に
関
す
る
様
々
な
説
が
伝
え
ら
れ
る
中
で
、
当
否
の
判
断
を
避
け
、
複
数
の
記
述
を
「
一
書
」
と
い
う
形
で
併
記
し
た
舎
人
親
王

の
編
集
方
針
に
、闇
斎
は
神
典
へ
の
敬
虔
な
態
度
を
見
出
す
。
同
時
に
単
一
の
記
述
の
み
を
収
録
し
て
い
る
『
古
事
記
』
や
『
旧
事
本
紀
』

の
価
値
が
一
段
低
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
説
の
さ
ら
な
る
展
開
は
『
風
葉
集
首
巻
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
集
約
し
た
『
神
代
巻
藻
塩
草
』

の
説
明
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
本
書
は
守
井
左
京
の
遺
稿
を
玉
木
正
英
が
大
幅
に
再
編
集
し
た
も
の
で
、『
日
本
書
紀
』
の
「
垂
加
派
解
釈

の
定
本）

8
（

」
と
い
わ
れ
る
。

　
　

 

上
宮
太
子
ノ
旧
事
紀
安
麻
呂
ノ
古
事
記
ヲ
併
セ
テ
世
ニ
三
部
ノ
本
史
ト
ス
然
レ
ト
モ
此
二
書
全
ク
皇
統
一
脉ス

チ

ノ
實
録
ト
稱
シ
難
シ
其

謂
レ
ハ
二
記
共
ニ
君
臣
ヲ
雜
ヘ
記
サ
レ
タ
リ
…
…
且
二
記
ハ
古
來
傳
ル
所
ノ
諸
説
ヲ
備
ヘ
ズ
自
己
ノ
意
ヲ
以
テ
唯
一
决
シ
テ
成
タ
リ

ト
見
ヘ
侍
リ
ヌ
…
…
又
此
紀
一
分
ノ
私
意
ヲ
加
ヘ
給
ハ
ス
上
古
ノ
神
語
ヲ
唯
有
ノ
儘
ニ
集
メ
給
ヘ
ハ
序
文
モ
無
ク
撰
者
ノ
名
ヲ
モ
載

給
ハ
ス
親
王
ノ
作
分
ニ
非
ル
旨
ニ
シ
テ
是
萬
代
ノ
達
書
タ
ル
所
以
也

ノ
神
代
紀
ハ
後
世
ノ
人
ノ
云
出
シ
タ
ル
言
葉
ニ
非
ス
神
代
ノ

語
リ
嗣ツ

ギ

言
嗣ツ

ギ

ヲ
末
ノ
代
ニ
遺
シ
給
ヘ
リ
然
レ
ハ
一
一
神
語
ニ
シ
テ
人
ノ
作
意
ヲ
雜
ヘ
ス
文
章
モ
亦
太
古
ノ
靈
文
ニ
シ
テ
自
然
ノ
様ナ

リ

ヲ

存
セ
リ
故
ニ
和
語
縏マ

マ

多
ナ
ル
皆
自
然
ノ
語
ニ
シ
テ
嬰
兒
ノ
辭
ニ
異
ナ
ラ
ス
ト
雖
モ
古
語
大
道
ニ
シ
テ
心
神
聖
ニ
通
ス
ト
古
キ
書
ニ
モ

見
ヘ
侍
ル）

9
（

（『
神
代
巻
藻
塩
草
』
一
）

　

こ
こ
で
は
『
日
本
書
紀
』
を
尊
重
す
る
理
由
と
し
て
君
臣
関
係
の
問
題
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
よ
り
注
目
す
べ
き
は
神
代
紀
が

神
代
の
言
語
を
伝
え
て
い
る
と
す
る
視
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
『
日
本
書
記
』
に
お
け
る
古
語
と
は
古
訓
を
も
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

実
は
垂
加
派
に
お
い
て
も
独
自
に
「
古
語
」
と
「
和
語
」
へ
の
関
心
が
醸
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
『
古
事
記
』
よ
り
も
『
日
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本
書
紀
』
が
尊
重
さ
れ
る
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

二
、
大
山
為
起

　

宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
七
月
、
京
都
に
遊
学
し
て
い
た
若
き
日
の
本
居
宣
長
は
、
古
本
屋
で
寛
永
版
本
の
『
古
事
記
』
を
購
入
し
た
。

『
先
代
旧
事
本
紀
』と
あ
わ
せ
て
十
匁
二
分
で
あ
っ
た）

10
（

（『
宝
暦
二
年
以
後
購
求
謄
写
書
籍　

附
書
目
』、二
〇
・
三
九
七
）。
後
に
宣
長
が『
古

事
記
伝
』
を
執
筆
す
る
際
に
参
照
し
た
の
も
こ
の
『
古
事
記
』
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
宣
長
手
沢
本
『
古
事
記
』
に
は
宣
長
に
よ
る
お
び
た
だ
し
い
量
の
書
入
れ
や
付
箋
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
旧
蔵
者
の
も
の
と
見
ら

れ
る
書
入
れ
も
数
多
く
あ
る
。
千
葉
真
也
は
一
連
の
研
究
の
中
で
宣
長
手
沢
本
の
『
古
事
記
』
お
よ
び
『
旧
事
紀
』
の
旧
蔵
者
が
垂
加
神

道
家
の
大
山
為
起
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た）

11
（

。

　

千
葉
に
よ
れ
ば
宣
長
は
『
古
事
記
伝
』
の
中
で
本
文
校
訂
に
関
す
る
為
起
の
所
説
を
一
本
と
し
て
紹
介
し
、
時
に
そ
れ
を
採
用
し
て
い

る
と
い
う
。
し
か
し
為
起
に
よ
る
垂
加
派
的
な
注
釈
に
関
し
て
は
「
宣
長
が
取
り
入
れ
る
可
能
性
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
」
と
述
べ
る）

12
（

。

事
実
、
宣
長
は
垂
加
派
的
な
注
釈
の
大
半
に
対
し
て
墨
筆
で
線
を
引
き
、
あ
る
い
は
円
を
描
い
て
見
せ
消
ち
を
施
し
て
い
る
。
し
か
し
為

起
の
書
入
れ
は
数
少
な
い
垂
加
派
の
『
古
事
記
』
研
究
と
し
て
の
価
値
を
有
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
こ
の
資
料
を
取
り
上
げ
て
考
察

を
試
み
る
。

　

大
山
為
起
は
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
、
伏
見
稲
荷
神
社
の
社
家
で
あ
る
松
本
氏
の
家
に
生
ま
れ
た）

13
（

。
三
歳
の
時
に
大
山
七
衛
門
正
康

の
養
子
に
な
る
が
、
十
四
歳
の
時
に
松
本
姓
に
復
帰
し
、
世
職
の
神
楽
預
を
継
承
し
た
（
後
に
大
山
姓
に
戻
る
）。
松
下
見
林
や
闇
斎
に

師
事
し
、
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
に
は
闇
斎
に
神
道
誓
文
を
提
出
。
以
後
垂
加
派
の
中
で
重
き
を
な
し
た
。
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年

に
は
伊
予
松
山
藩
の
藩
主
松
平
定
直
の
招
聘
に
よ
り
味
酒
神
社
の
祀
官
と
な
り
、神
書
や
古
典
の
講
義
を
行
っ
た
。
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
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年
に
は
史
上
初
の
『
日
本
書
紀
』
全
巻
の
注
釈
書
で
あ
る
『
味
酒
講
記
』
を
完
成
さ
せ
る）

14
（

。
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
に
京
都
へ
戻
る
が
、

翌
々
年
の
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
に
没
し
た
。

　

宣
長
手
沢
本
『
古
事
記
』
へ
の
書
入
れ
が
ど
の
時
期
に
行
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
文
校
訂
に
お
い
て
延
佳
本
を
参
照
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
元
禄
七
年
以
降
に
『
古
事
記
』
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
西
田
長
男
に
よ
れ
ば
為
起
の

『
旧
事
紀
』
の
校
訂
は
伏
見
稲
荷
神
社
奉
職
中
に
着
手
さ
れ
、
松
山
滞
在
中
も
継
続
さ
れ
た
と
い
う）

15
（

。
西
田
の
い
う
よ
う
に
『
古
事
記
』

と
『
旧
事
紀
』
の
校
訂
が
一
対
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
す
れ
ば
、『
古
事
記
』
の
校
訂
も
同
時
期
に
行
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

現
在
宣
長
手
沢
本
『
古
事
記
』
は
本
居
宣
長
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
記
念
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
披
見
の
機
会
を
得
た）

16
（

。

為
起
の
書
入
れ
は
、
本
文
校
訂
や
訓
に
関
す
る
も
の
を
除
く
と
、
主
に
上
欄
外
に
頭
注
と
し
て
書
き
込
ま
れ
た
も
の
と
本
文
の
語
句
の
横

に
傍
注
と
し
て
付
け
ら
れ
た
も
の
と
に
分
類
で
き
る
。
以
下
、
書
入
れ
に
つ
い
て
内
容
ご
と
に
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
1
）
天
地
全
体
神

　

ま
ず
上
巻
（
第
一
冊
）
の
裏
表
紙
に
は
神
武
天
皇
か
ら
「
神
八
井
耳
命　

多
臣
祖
」
ま
で
の
系
図
が
描
か
れ
、
太
安
万
侶
が
神
武
天
皇

と
神
八
井
耳
命
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
内
題
の
右
に
は
「
古
事
記
ハ
元
明
天
皇

有
テ
安
萬
侶
撰
則
多
臣
ト
云
フ

ト
ヽ
ハ
唱
ヌ
也
亦
大
和
ニ
多
社
有
リ
神
八
井
耳
命
也
」（
一
丁
オ
）
と
あ
る
。

　

続
い
て
上
巻
一
丁
オ
の
序
文
の
箇
所
に
は
興
味
深
い
書
入
れ
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
神
道
思
想
に
関
わ
る
も
の
を
抜
き
出
し
て
み

よ
う
（
以
下
、
宣
長
が
見
せ
消
ち
を
施
し
て
い
る
箇
所
は
「
宣
長
消
」
と
記
し
た
）。
上
段
が
注
釈
の
対
象
と
な
る
語
句
、
下
段
が
為
起

の
書
入
れ
で
あ
る）

17
（

。
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垂加神道における『古事記』研究105

　
　
「
混
元
」（
二
行
）
＝
「
混
元
水
火
二
氣
コ
リ
カ
タ
マ
リ
有
也
」（
頭
注
）

　
　
「
気
象シ

ヤ
ウ

」（
二
行
）
＝
「
気
象
是
非
善
悪
不
知
ナ
リ
人
躰
ニ
テ
云
時
ハ
無
一
念
慎
居
ヲ
云
一
念
不
起
ハ
天
地
也
」（
頭
注
）

　
　
「
無
ク

レ
名ナ

」（
二
行
）
＝
「
鎮
座
本
紀
云
國
常
立
尊
虚
而
有
霊
一
而
無
躰
」（
傍
注
）

　
　
「
参
神
」（
三
行
）
＝
「
参
神
ハ
〔
以
下
二
行
に
分
け
る
〕
乾
道
独
化
三
神
ヲ
云
是
造
化
ノ
首
也
物
ヲ
ナ
シ
タ
リ
」（
頭
注
）

　
　
「
元
始
」（
六
行
）
＝
「
神
ヲ
生
人
ヲ
生
天
照
太
神
ヲ
立
ヲ
云
」（
傍
注
）

　
　
「
生ナ

シ
レ
神
ヲ
立
ル
ノ

レ
人
ヲ
之
世
ヲ
」（
七
行
）
＝
「
天
照
太
神
ヲ
人
躰
神
ニ
カ
ケ
テ
ミ
ル
」（
傍
注
）

　
　
「
懸
ケ

レ
鏡
ヲ
吐ハ

ヒ
テ

レ
珠
ヲ
」（
七
行
）
＝ 

「
是
非
善
悪
ヲ
知
ハ
鏡
人
ヲ
メ
グ
ム
ハ
玉
國
人
ヲ
納
ム
ル
ハ
釼
明
珠
段
岩
戸
段
引
合―

テ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頭
注
）、「
三
種
深
秘
有
リ
」（
傍
注
）

　

天
地
の
始
原
と
人
の
修
養
を
結
び
つ
け
、
あ
る
い
は
三
種
神
器
に
三
徳
を
配
当
し
、
神
器
に
ま
つ
わ
る
秘
伝
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
は
垂

加
派
ら
し
い
。
天
照
大
神
の
「
人
躰
」
に
言
及
し
て
い
る
点
は
、垂
加
神
道
特
有
の
「
四
化
之
伝
」、す
な
わ
ち
「
造
化
」「
気
化
」「
身
化
」

「
心
化
」
と
い
う
神
々
の
様
態
の
四
分
類
を
想
起
さ
せ
る）

18
（

。
他
に
も
た
と
え
ば
「
吹フ

キ

棄ウ
ツ
ル

氣イ
キ

吹フ
キ

」（
上
巻
一
八
丁
ウ
三
行
）
に
は
「
心
化
ヲ
語

故
申
也
」（
宣
長
消
）
と
い
う
傍
注
が
付
い
て
い
る
。「
四
化
」
は
神
書
に
お
け
る
造
化
と
人
事
の
混
淆
を
説
明
す
る
と
い
う
意
味
を
持
っ

て
お
り
、
そ
の
混
淆
は
「
天
人
唯
一
」
と
表
現
さ
れ
る
が
、
為
起
も
「
大ヲ

ホ
ヤ
マ
ク
ニ

八
嶋
國
」（
上
巻
七
丁
ウ
八
行
）
の
傍
注
と
し
て
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
（
宣
長
消
）。

　
　

天
人
唯
一
万
物
天
地
出
ル
事

　
　

伊
弉
諾
伊
弉
冊
生
ル
所
也
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こ
の
よ
う
に
為
起
は
『
古
事
記
』
を
垂
加
神
道
の
枠
組
み
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
注
意
す
べ
き
は
造
化
三
神
（「
参
神
」）
の
解
釈
で

あ
り
、
為
起
は
そ
れ
を
「
乾あ

め
の
み
ち
ひ
と
り
な
す

道
獨
化
」
と
い
う
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
冒
頭
の
三
神
（
国
常
立
尊
・
国
狭
槌
尊
・
豊
斟
渟
尊
）
を
表
す
言

葉
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
。
為
起
が
『
日
本
書
紀
』
に
『
古
事
記
』
を
整
合
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
造
化
三
神

に
つ
い
て
は
上
巻
本
文
冒
頭
の
「
天ア

メ
ツ
チ
ノ
ハ
シ
メ
テ
ヒ
ラ
ク
ル

地
初
發
之
時ト

キ

」
以
下
に
関
す
る
書
入
れ
に
お
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
上
巻
四
丁
ウ
頭
注
、

宣
長
消
）。

　
　

此
書
本
文
ヲ
序
ニ
テ
ヲ
キ
ナ
フ
ナ
リ

　
　

高
天
原
天
地
中
天
地
全
躰
神
有
万
物
出
ス
ル
処
天
御
中
主
神
天
地
全
躰
造
化
ニ
ミ
ル
ゾ

　
　

隠
身
云

三
神
倶
造
化
ニ
テ
道
理
ヲ
治
ル
無
形
也

　
　

浮
胎
者
ユ
ウ
ヒ
成
ヲ
云
玉
子
ノ
中
之
様
ナ
ル
心
人
躰
テ
ハ
子
母
ノ
腹
ニ
居
ル
心
也

　
　

五
神
者
天
地
全
躰
神
ナ
リ

　

為
起
は
序
文
を
参
照
し
て
本
文
を
理
解
し
、
天
御
中
主
神
を
万
物
生
成
の
源
で
あ
る
「
天
地
全
躰
神
」
と
し
て
解
釈
し
て
い
き
、
三
神

は
「
道
理
」
を
司
る
形
の
な
い
神
と
す
る
。
そ
し
て
ま
た
「
宇ウ

マ
シ
ア
シ
カ
ビ
ヒ
コ
ヂ
ノ

麻
志
阿
斯
訶
備
比
古
遲
神
」
と
「
天ア

メ
ノ
ト
コ
タ
チ
ノ

之
常
立
神
」
を
加
え
た
五
神
が
「
天

地
全
躰
神
」
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。

　

三
神
の
中
で
も
天
御
中
主
神
を
重
視
す
る
点
は
垂
加
神
道
に
お
け
る
国
常
立
尊
へ
の
崇
敬
に
対
応
し
て
い
る
が
、
高
御
産
巣
日
神
と
神

産
巣
日
神
を
も
含
め
て
万
物
生
成
の
主
宰
と
見
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、「
世ヨ

ノ
ナ
カ間

に
有
リ
と
あ
る
こ
と
は
、
此
ノ
天
地
を
始
め
て
、
萬
ヅ
の

05齋藤公太氏.indd   10605齋藤公太氏.indd   106 2015/02/17   15:55:192015/02/17   15:55:19



垂加神道における『古事記』研究107

物
も
事コ

業ト

も
悉

コ
ト
ゴ
ト

に
皆
、
此
ノ
二
柱
の
産ム

ス
ビ
ノ

巣
日
大
御
神
の
産ム

ス
ビ靈

に
資ヨ

リ

て
成
リ
出
る
も
の
な
り
」（『
古
事
記
伝
』
三
之
巻
、
九
・
一
二
九
）
と
す

る
宣
長
か
ら
全
く
隔
た
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

　

し
か
し
問
題
は
生
成
の
原
理
が
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
萠キ

サ
シ
ノ
ホ
ル騰

之
物モ

ノ
ニ

」（
上
巻
四
丁
ウ
五
行
）
と
い
う
言
葉
の
傍
ら
に

為
起
は
「
湯
氣
金
氣
也
」（
宣
長
消
）
と
注
を
付
け
る
。「
金
氣
」
の
指
す
も
の
に
つ
い
て
は
次
節
で
見
て
い
き
た
い
。

（
2
）
土
金
之
伝

　

寛
永
版
本
の
序
文
に
は
「
化ク

ワ
ユ
ウ熊

出
シ
テ

レ
爪ツ

メ
ヲ

」（
上
巻
一
丁
ウ
二
行
）
と
い
う
奇
妙
な
文
言
が
見
え
る
。
そ
の
箇
所
に
つ
い
て
宣
長
は
「
爪

は
字
を
寫
し
誤
れ
る
な
り
、
山
か
穴
か
な
る
べ
し
、【
延
佳
は
、
水
か
派
か
の
誤
り
な
ら
む
と
い
へ
れ
ど
も
、
そ
は
わ
ろ
し
、】」（『
古
事

記
伝
』
二
之
巻
、
九
・
六
八
）
と
述
べ
、
写
誤
と
断
定
す
る
。
宣
長
が
引
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
度
会
延
佳
も
ま
た
『
鼇
頭
古
事
記
』
の

中
で
写
誤
と
解
し
て
い
た
。
対
照
的
に
為
起
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

　
　

化
熊
ト
云
ハ
神
武
ク
マ
ノ
エ
行
時
大
ナ
ル
熊
出
ル
大
勢
ノ
イ
ク
サ
ヒ
ト
モ
ヲ
ソ
レ
ル
事
有
也
熊
モ
金
氣

　
　

出
爪
ト
云
ハ
ツ
ム
〔「
ム
」
の
右
に
「
メ
ル
」
と
傍
書
〕
心
也
金
氣
也
熊
出
ル
ト
云
事
ヲ
シ
ル
ス
ウ
エ
書
ナ
リ

　
「
化
熊
」
が
神
武
天
皇
条
の
記
事
を
指
し
て
い
る
と
解
す
る
点
で
為
起
と
宣
長
は
一
致
す
る
。
し
か
し
為
起
は
化
熊
が
「
金
氣
」
を
表

し
て
い
る
と
考
え
、
序
文
に
い
う
「
爪
」
は
「
ツ
ム
」
も
し
く
は
「
ツ
メ
ル
」
の
意
と
と
ら
え
る
。
こ
こ
で
為
起
は
垂
加
神
道
に
お
い
て

「
一
大
事
ノ
神
道
ノ
入
派
ノ
傳）

19
（

」（『
神
代
紀
垂
加
翁
講
義
』）
と
さ
れ
る
「
土
金
之
伝
」
を
読
み
込
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
土
金
之
伝
」

と
は
要
す
る
に
、
心
（
火
）
に
内
在
す
る
神
（
心
神
）
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
り
身
（
土
）
が
引
き
締
ま
り
、「
金
氣
」
が
生
ず
る
、
と
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い
う
生
成
関
係
の
象
徴
を
神
代
紀
の
神
話
か
ら
読
み
取
る
と
い
う
も
の
で
あ
る）

20
（

。
ま
た
、「
敬
」
の
和
訓
で
あ
る
「
ツ
ヽ
シ
ミ
」
は
「
土

ヲ
シ
ム
ル
」
と
い
う
事
態
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
る）

21
（

。「
土
金
」
が
朱
子
学
で
い
う
「
敬
」
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、「
敬
」

と
「
土
金
」
は
厳
密
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
素
戔
嗚
尊
が
「
金
氣
ノ
德
デ
イ
カ
リ
ヅ
ヨ
イ
ゾ）

22
（

」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
行
き
過

ぎ
た
「
金
氣
」
は
荒
々
し
さ
に
な
り
う
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
き
、
為
起
が
「
化
熊
」
に
「
金
氣
」
を
、「
爪
」
に
「
ツ
メ
ル
」

の
意
味
を
見
出
し
た
所
以
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

前
節
で
見
た
よ
う
に
為
起
は
「
萠キ

サ
シ
ノ
ホ
ル騰

之
物モ

ノ
ニ

」
と
い
う
文
言
に
「
湯
氣
金
氣
也
」
と
傍
注
を
付
し
て
い
た
。『
味
酒
講
記
』
に
お
い
て
も
「
國

常
立
ノ
尊
ハ
土
金
至
極
ノ
神
也）

23
（

」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
為
起
は
「
土
金
」
を
天
御
中
主
神
か
ら
始
ま
る
万
物
の
生
成
原
理
と
し
て

解
釈
し
て
い
く
。

　

造
化
三
神
が
司
る
「
土
金
」
に
よ
っ
て
神
々
と
世
界
が
生
成
す
る
様
を
、
為
起
は
『
古
事
記
』
に
記
さ
れ
た
古
語
か
ら
読
み
取
ろ
う
と

す
る
。
た
と
え
ば
造
化
三
神
に
次
い
で
出
現
す
る
「
宇ウ

マ

シ

ア

シ

カ

ビ

ヒ

コ

ヂ

ノ

麻
志
阿
斯
訶
備
比
古
遲
神
」（
上
巻
四
丁
ウ
五―

六
行
）
の
神
名
に
つ
い
て
、

「
宇ウ

マ

シ
麻
志
」
に
「
土
心
ニ
テ
付
ル
」、「
阿ア

斯シ

」
に
「
草
心
」、「
訶カ

ビ備
」
に
「
金
氣
也
」、「
比ヒ

コ古
」
に
「

」、「
遲ヂ

」
に
「
ヲ
ソ
レ
ル
心
」

と
そ
れ
ぞ
れ
傍
注
を
付
し
て
い
る
（
い
ず
れ
も
宣
長
消
）。
す
な
わ
ち
『
古
事
記
』
特
有
の
音
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
神
名
の
音
に
「
土
金
」

の
原
理
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
遲
」
が
「
ヲ
ソ
レ
ル
心
」
と
い
う
の
は
不
可
解
だ
が
、「
古コ

ヂ遲
」
に
「
怖お

ぢ
」
と
い
う
音
を
見
出

し
、
そ
れ
を
「
敬
」
と
関
連
づ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

豊
雲
野
神
以
下
の
九
柱
の
神
に
つ
い
て
は
、
頭
注
で
「
金
神
者
四
神
有
水
火
木
土
ミ
ナ
四
神
ツ
ヽ
ノ
道
理
ナ
リ
書
ヲ
チ
タ
ル
ト
ミ
エ
ル

也
」（
上
巻
五
丁
オ
、
宣
長
消
）
と
記
し
、
各
神
名
に
次
の
よ
う
な
傍
注
を
記
し
て
い
る
。

　
　
「
國ク

ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
ノ
カ
ミ

之
常
立
神
」（
一
行
）
＝
「
神
代
ニ
テ
ハ
国
狭
槌
神
也
」（
宣
長
消
）
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「
豊ト

ヨ
ク
モ
ノ
ノ
カ
ミ

雲
野
神
」（
一
行
）
＝
「
豊
雲
野
者
火
神
有
雲
ハ

火
ナ
ル
故
雲
ト
云
字
ヲ
書
也
」（
宣
長
消
）、「
火
」

　
　
「
宇ウ

ヒ
ヂ
ニ
ノ

比
地
迩
神
」（
二
行
）
＝
「
木
」（
宣
長
消
）

　
　
「
妹イ

モ
ス
ヒ
ヂ
ニ
ノ

須
比
智
迩
去
神
」（
三
行
）
＝
「
木
」

　
　
「
角ツ

ノ
ク
ヒ
ノ杙

神
」（
三
行
）
＝
「
金
」

　
　
「
妹イ

モ
イ
ク
ク
ヒ
ノ

活
杙
神
」（
四
行
）
＝
「
金
」

　
　
「
意ヲ

ホ
ト
ノ
ヂ
ノ

冨
斗
能
地
神
」（
四
行
）
＝
「
金
」（
宣
長
消
）

　
　
「
妹イ

モ
ヲ
ホ
ト
ノ
ベ
ノ

大
斗
乃
辨
神
」（
四
行
）
＝
「
金
」

　
　
「
游ヲ

モ
ダ
ル
ノ

母
陀
琉
神
」（
五
行
）
＝
「
土
」（
宣
長
消
）

　
　
「
妹イ

モ
ア
ヤ

阿
夜
止
訶カ

シ
コ
子
ノ

志
古
泥
神
」（
五
行
）
＝
「
土
」

　

垂
加
派
の
神
代
紀
解
釈
で
は
神
代
巻
を
『
太
極
図
説
』
と
対
応
さ
せ
る
た
め
、
国
狭
槌
尊
以
下
の
五
組
の
神
が
五
行
に
配
当
さ
れ
る
。

こ
こ
で
為
起
も
「
金
神
」
が
五
つ
に
分
か
れ
た
と
し
て
各
々
に
水
・
火
・
木
・
金
・
土
を
配
当
し
よ
う
と
し
た
よ
う
だ
が
、
水
を
当
て
る

べ
き
国
狭
槌
尊
に
該
当
す
る
神
が
『
古
事
記
』
で
は
「
國
常
立
神
」
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
書
き
落
と
し
が
あ
る
と
解
釈
し
た
の
だ
ろ

う
。

　

そ
の
後
も
「
見ミ
二
立タ

ツ
ア
マ
ノ天

之
御ミ

ハ
シ
ラ
ヲ柱

一
」（
上
巻
五
丁
ウ
八
行
）
に
「
天
地
中
ニ
金
氣
ヲ
ミ
立
ル
ヲ
云
」
と
傍
注
を
付
す
な
ど
、「
土
金
」
の

象
徴
を
読
み
取
る
解
釈
が
続
い
て
い
く
。
中
で
も
特
徴
的
な
の
は
諾
冉
二
神
の
国
生
み
に
関
す
る
解
釈
で
あ
る
。
水
蛭
子
を
生
ん
だ
後
に

悔
悟
し
た
二
神
は
「
淡ア

ハ
チ道

之
穂
之
狭サ

ワ
ケ別

嶋
」（
上
巻
七
丁
オ
四
行
）
を
生
む
が
、「
穂
」
の
字
の
横
に
為
起
は
「
ツ
ヽ
シ
ミ
者
火
ナ
リ
」（
宣

長
消
）
と
注
を
付
け
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
「
穂
」
と
「
火
」
の
音
の
一
致
に
着
目
し
、「
火
」（
心
）
か
ら
「
ツ
ヽ
シ
ミ
」
が
生
じ
る
と
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す
る
「
土
金
之
伝
」
を
当
て
は
め
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
為
起
は
二
神
が
「
愛エ

止
比ヒ

メ賣
」（
上
巻
七
丁
オ
六
行
）
を
生
ん
だ
箇
所
に
「
本

心
マ
ス
ク
ノ
時
故
エ
イ
ヒ
メ
ヲ
生
也
二
神
之
躰
化
造
化
ナ
リ
」（
宣
長
消
）と
傍
注
を
付
け
て
い
る
。
要
す
る
に
為
起
は
一
貫
し
て「
土
金
」

の
原
理
に
よ
っ
て
万
物
の
生
成
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
生
み
の
失
敗
と
そ
こ
か
ら
の
回
復
も
ま
た
「
ツ
ヽ
シ
ミ
」
の

問
題
と
し
て
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

（
3
）
和
訓
と
古
言

　

以
上
の
考
察
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
為
起
の
『
古
事
記
』
解
釈
で
は
『
古
事
記
』
に
記
さ
れ
た
古
語
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

為
起
の
解
釈
の
特
徴
を
示
す
例
を
さ
ら
に
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
　
「
和ワ

ツ

ラ

ヒ

ノ

豆
良
比
能
」（
上
巻
十
四
丁
オ
七
行
）
＝
「
人
生
時
ハ
ハ
タ
カ
身
ニ
物
ツ
ケ
ル
事
ハ
ワ
ツ
ラ
イ
ナ
リ
」（
宣
長
消
）

　
　
「
宇ウ

ナ

カ

ブ

シ

那
加
夫
斯
」（
上
巻
三
四
丁
オ
三
行
）
＝
「
イ
ヤ
ナ
イ
ナ
カ
ト
云
心
ウ
ハ
イ
通
」（
宣
長
消
）

　
　
「
阿ア

ヅ

マ

ハ

ヤ

豆
麻
波
夜
」（
中
巻
三
五
丁
ウ
七
行
）
＝
「
日
本
武
橘
姫
ヲ
ヲ
モ
イ
出
ス
心
ナ
リ
」（
宣
長
消
）

　
　
「
波ハ

シ

キ

ヤ

シ

斯
祁
夜
斯
」（
中
巻
三
八
丁
ウ
二
行
）
＝
「
モ
ノ
ヽ
ハ
シ
キ
ヨ
キ
心
」（
宣
長
消
）

　

基
本
的
に
為
起
は
古
語
を
読
み
解
く
と
き
、
類
似
す
る
音
を
持
つ
近
世
の
言
葉
を
当
て
は
め
る
こ
と
で
意
味
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
理
解
の
仕
方
が
、「
ツ
ヽ
シ
ミ
」
と
い
う
言
葉
に
「
土
シ
マ
ル
」
と
い
う
意
味
を
見
出
す
闇
斎
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
垂
加
派
で
は
古
語
へ
の
関
心
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、や
や
も
す
る
と
付
会
的
な
解
釈
に
陥
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
言
語
の
歴
史
的
変
化
に
着
目
し
、
語
の
文
脈
や
同
時
代
の
文
献
を
参
照
す
る
こ
と
で
古
語
の
意
味
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
宣
長
の
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方
法
論
と
は
明
ら
か
に
異
質
で
あ
る
。

　

西
田
長
男
が
為
起
の
学
問
的
本
質
を
「
考
勘
学）

24
（

」
と
規
定
し
た
よ
う
に
、
同
時
代
の
中
で
為
起
の
考
証
が
傑
出
し
て
い
た
こ
と
は
確
か

で
あ
ろ
う
。
宣
長
が
為
起
の
本
文
校
訂
を
参
照
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
そ
の
証
拠
に
他
な
ら
な
い
。
あ
る
が
ま
ま
の
神
典
を
探
究
す
る

垂
加
派
の
態
度
は
一
面
で
優
れ
た
考
証
を
生
み
出
し
て
い
た
が
、
他
方
で
為
起
の
段
階
で
は
古
語
の
歴
史
的
理
解
よ
り
も
「
土
金
」
と
い

う
原
理
を
跡
付
け
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
、
渋
川
春
海
と
谷
秦
山

　

続
い
て
取
り
上
げ
る
の
は
『
古
事
記
問
批
』
で
あ
る
。
本
書
は
垂
加
神
道
家
の
谷
秦
山
と
渋
川
春
海
の
『
古
事
記
』
を
め
ぐ
る
議
論
の

記
録
で
あ
る
。
現
在
自
筆
本
が
公
益
財
団
法
人
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
の
山
内
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る）

25
（

。
冊
子
本
二
冊
で
あ
り
、
第

一
冊
が
『
古
事
記
』
上
巻
・
中
巻
に
、
第
二
冊
が
下
巻
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
一
丁
ご
と
に
秦
山
が
延
佳
本
か
ら
本
文
を
抜
き
書

き
し
て
質
問
を
添
え
、
そ
の
横
に
春
海
が
朱
筆
で
回
答
を
書
き
込
む
と
い
う
体
裁
で
あ
る
。
も
っ
と
も
抜
粋
だ
け
で
秦
山
の
質
問
が
な
い

箇
所
や
、
秦
山
の
問
い
に
対
し
て
春
海
の
解
答
が
な
い
箇
所
も
あ
る
。

　

奥
書
に
よ
れ
ば
秦
山
に
よ
る
本
文
の
抜
粋
と
質
問
は
元
禄
一
〇
（
一
六
九
七
）
年
閏
二
月
一
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
書
か
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
春
海
が
回
答
を
書
き
加
え
た
の
は
閏
二
月
二
九
日
と
三
月
二
日
、
そ
れ
ら
が
秦
山
の
も
と
に
到
着
し
た
の
は
四
月
九
日
と
一
三

日
で
あ
る
と
い
う
。

　

渋
川
春
海
は
寛
永
一
六
（
一
六
三
九
）
年
碁
所
家
で
あ
る
安
井
家
の
祖
、
初
代
安
井
算
哲
の
長
子
と
し
て
京
都
に
生
ま
れ
、
山
崎
闇
斎

か
ら
朱
子
学
と
垂
加
神
道
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た）

26
（

。宣
明
暦
を
改
め
日
本
独
自
の
暦
で
あ
る
貞
享
暦
を
作
成
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

そ
の
功
に
よ
り
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
に
は
幕
府
初
代
の
天
文
方
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
谷
秦
山
（
名
は
重
遠
）
は
寛
文
三
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（
一
六
六
三
）
年
に
土
佐
国
長
岡
郡
八
幡
村
の
神
職
の
家
に
生
ま
れ
、
延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
に
浅
見
絅
斎
に
師
事
し
、
闇
斎
に
も
入

門
し
た）

27
（

。
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
春
海
に
入
門
し
、
爾
後
書
簡
を
通
じ
て
教
え
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
か

ら
同
一
一
（
一
六
九
八
）
年
に
か
け
て
は
、『
古
事
記
問
批
』
と
同
様
の
形
で
神
代
紀
を
め
ぐ
る
問
目
が
交
わ
さ
れ）

28
（

、元
禄
九
（
一
六
九
六
）

年
九
月
に
は
『
旧
事
紀
問
目
』
が
送
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
古
事
記
問
批
』
の
議
論
は
神
代
紀
を
中
心
と
す
る
神
書
研
究
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

本
書
に
関
し
て
は
つ
と
に
南
信
一
が
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。
南
は
本
書
が
い
ま
だ
『
古
事
記
』
注
釈
書
が
少
な
い
中
で
真
淵
誕
生
の
年

に
成
立
し
、
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
起
稿
か
ら
六
七
年
も
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
触
れ
、「
然
ら
ば
本
書
が
『
古
事
記
』
研
究
史
上
に
占
む

る
地
歩
は
相
當
大
き
く
買
は
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る）

29
（

。
以
下
、
本
稿
で
は
本
書
の
具
体
的
な
内
容
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
進
め

て
い
く
。

（
1
）
三
神
の
解
釈

　

ま
ず
、『
古
事
記
』
と
他
の
神
典
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
上
巻
「
天ア

メ
ツ
チ地

初
メ
テ
發ヒ

ラ
ク
ル

之
時
…
…
」
以
下
の
注
釈
と
し
て
次
の
よ
う
な
問
答
が

交
わ
さ
れ
て
い
る
（
第
一
冊
六
丁
オ
、
引
用
に
あ
た
っ
て
筆
者
の
名
前
を
付
け
加
え
た
）。

　
　

秦
山　

 

此
書
出
シ
ノ
神
名
日
本
紀
ト
不
同
ソ
レ
〳
〵
ノ
思
ハ
ク
御
座
候
哉
只
神
代
巻
ヲ
主
ト
シ
此
紀
旁
證
ノ
タ
ス
ケ
ニ
見
可
申
事
と

奉
存
候

　
　

春
海　

家
〻
ノ
書
ニ
如
此
候
選
者
ノ
是
ヲ
善
思
作
レ
リ
然
ニ
可
然
所
ニ
舎
人
ノ
撰
改
ル
候
也
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『
古
事
記
』
の
記
述
を
異
説
と
し
、
様
々
な
説
を
総
合
し
て
い
る
点
で
『
日
本
書
紀
』
を
上
位
に
置
く
と
こ
ろ
は
垂
加
神
道
の
一
般
的

な
『
古
事
記
』
観
に
沿
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
上
巻
の
「
宇ウ

カ
ノ
ミ
タ
マ
ノ

迦
之
御
魂
神
」
に
つ
い
て
も
春
海
は
「
大
歳
神　

ウ
カ
ノ
ミ
タ
マ

ノ
神
ハ
日
本
紀
不
載
他
書
ニ
出
造
化
也
異
説
ト
心
得
申
候
」（
第
一
冊
九
丁
オ
）
と
述
べ
て
い
る
。
為
起
と
同
じ
く
「
造
化
」
と
い
う
「
四

化
」
の
範
疇
を
使
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

造
化
三
神
に
つ
い
て
は
、序
文
の
「
參
神
」
と
「
二
靈
」
と
い
う
言
葉
へ
の
注
解
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
第
一
冊
一
丁
オ
）。

　
　

秦
山　

參
神
ハ
乾
道
獨
化
ノ
三
神
二
霊
ハ
諾
冊
二
尊
カ

　
　

春
海　

可
為
御
見
之
通
者
也

秦
山
と
春
海
も
ま
た
造
化
三
神
を
神
代
紀
の
「
乾
道
獨
化
」
の
三
神
と
同
一
視
す
る
。
他
方
で
上
巻
の
「
次
ニ
國ク

ニ
イ
シ
ク稚

如
ク
ニ
シ
テ

二
浮ウ

カ
ベ
ル
ア
ブ
ラ
ノ脂

一
」

以
下
へ
の
注
釈
で
、
春
海
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　

獨
化
ノ
神
三
部
共
有
之
者
信
州
之
後
世
加
筆
ト
云
説
可
知
矣
（
第
一
冊
、
七
丁
オ
）

　
「
信
州
」
と
は
度
会
延
佳
（
通
称
信
濃
）
を
指
す
。
こ
こ
で
春
海
が
言
及
し
て
い
る
の
は
、
乾
道
独
化
の
三
神
は
『
易
経
』
乾
卦
の
奇

爻
と
「
附フ

ク
ハ
イ会

し
た
る
こ
と
ば）

30
（

」
だ
と
す
る
『
陽
復
記
』（
慶
安
四
〈
一
六
五
一
〉
年
）
の
説
で
あ
ろ
う
。
春
海
は
そ
の
説
を
援
用
し
、
三

神
が
後
の
加
筆
で
あ
る
か
ら
こ
そ
三
部
の
本
書
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

総
じ
て
『
古
事
記
問
批
』
は
、
随
所
に
「
土
金
」
の
貫
徹
を
見
出
そ
う
と
す
る
為
起
と
異
な
り
神
学
的
解
釈
が
希
薄
で
あ
る）

31
（

。
そ
の
一

05齋藤公太氏.indd   11305齋藤公太氏.indd   113 2015/02/17   15:55:202015/02/17   15:55:20



114

方
で
『
古
事
記
』
の
編
纂
過
程
へ
の
ま
な
ざ
し
が
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

（
2
）
古
語
と
古
事
へ
の
関
心

　

神
学
的
議
論
が
希
薄
で
あ
る
一
方
、『
古
事
記
問
批
』
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
古
語
と
古
事
へ
の
関
心
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

付
会
的
解
釈
が
多
い
為
起
に
比
べ
る
と
、秦
山
と
春
海
に
は
古
語
を
客
観
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
上
巻
に
出
て
く
る
「
比ヒ

コ
ヂ
ノ

古
遲
神
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
為
起
は
「
八
千
矛
神
ノ
別
名
也
」（
宣
長
手
沢
本
『
古
事
記
』
上

巻
三
三
丁
オ
傍
注
、
宣
長
消
）
と
注
釈
し
、
固
有
名
詞
と
し
て
と
ら
え
る
。
同
じ
箇
所
に
関
し
て
『
古
事
記
問
批
』
で
は
次
の
よ
う
に
議

論
さ
れ
て
い
る
（
第
一
冊
一
五
丁
オ
）。

　
　

秦
山　

日ヒ

コ

ヂ
子
遲
ハ
夫ヲ

ツ
ト

ノ

ト
被
存
候

　
　

春
海　

御
見
之
通
也

　

両
者
は
「
ヒ
コ
ヂ
」
と
い
う
言
葉
を
「
夫
」
を
表
す
一
般
名
詞
と
し
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
日ヒ

コ

ヂ
子
遲
は
、
夫メ

ヲ婦
の
う
へ
の

事
を
云
時
に
、
其
ノ
夫
を
指
シ
て
云
稱
と
聞
ゆ
、【
八
千
矛
ノ
神
の
一
名
と
心
得
る
は
、
ひ
が
ご
と
な
り
、】」（『
古
事
記
伝
』
一
一
之
巻
、

九
・
四
八
七
）
と
い
う
宣
長
の
説
と
一
致
す
る
。

　

と
は
い
え
音
の
類
似
性
か
ら
意
味
を
推
測
す
る
付
会
的
解
釈
も
な
お
残
存
し
て
は
い
る
。「
宇ウ

レ

ツ

ク

禮
豆
玖
」（
中
巻
、
第
一
冊
八
九
丁
ウ
）

の
語
釈
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

05齋藤公太氏.indd   11405齋藤公太氏.indd   114 2015/02/17   15:55:202015/02/17   15:55:20



垂加神道における『古事記』研究115

　
　

秦
山　

宇
礼
豆
玖
ト
ハ
如
何

　
　

春
海　

ウ
レ
ハ
得
而
償
ナ
リ
約
語
シ
テ
山
川
ノ
種
々
ノ
珍
物
ヲ
以
饗
ス
ル
コ
ト
也

　

か
か
る
両
者
に
と
っ
て
困
難
を
き
わ
め
た
の
は
『
古
事
記
』
に
お
け
る
歌
謡
の
解
釈
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
歌
謡
の
箇
所
か
ら
多
く

抜
き
書
き
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
両
者
は
基
本
的
に
延
佳
の
訓
を
参
照
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
不
満
を

感
じ
て
い
た
こ
と
は
「
奴ヌ

バ

タ

マ

ノ

ク

ロ

キ

ミ

ケ

シ

ヲ

婆
多
麻
能
久
路
岐
美
祁
斯
遠
…
…
」
の
歌
謡
に
関
す
る
次
の
や
り
と
り
か
ら
う
か
が
え
る
（
上
巻
、
第
一
冊

一
七
丁
オ
）。

　
　

秦
山　

信
州
書
入
御
座
候
へ
共
シ
カ
ト
ノ
ミ
コ
ミ
少
候
但
キ
コ
ヘ
ヌ
ナ
カ
ラ
面
白
ク
候

　
　

春
海　

哥
不
聞
故
日
本
紀
除
之
乎

　

こ
こ
か
ら
は
『
古
事
記
』
の
歌
謡
に
対
す
る
戸
惑
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
延
佳
の
注
釈
に
不
満
を
感
じ
つ
つ
も
、
そ
れ
に
代
わ
る
解
読

法
を
見
出
せ
な
い
状
況
が
う
か
が
え
る
。
事
実
、
秦
山
が
抜
き
書
き
し
た
歌
謡
に
対
し
春
海
が
答
え
を
書
き
込
ん
で
い
な
い
例
も
間
々
見

ら
れ
、
秦
山
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
も
春
海
は
「
古
事
紀マ

マ

歌
道
之
事
は
、
曾
學
不
申
候
へ
は
如
何
候
へ
共
承
及
候）

32
（

」（
元
禄
一
〇
年
三
月

五
日
付
、『
天
柱
密
談
』
六
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

他
方
で
秦
山
が
「
キ
コ
ヘ
ヌ
ナ
カ
ラ
面
白
ク
候
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
他
の
箇
所
で
も
秦
山
は
「
コ
ノ
ア
タ
リ
ノ
哥
ト

ク
ト
ハ
不
見
不
分
候
へ
共
古
語
面
白
ク
ア
ハ
レ
ニ
候
」（
中
巻
、
第
一
冊
六
一
丁
オ
）
と
述
べ
て
い
る
。
同
様
に
注
目
さ
れ
る
の
は
秦
山

が
古
事
へ
の
関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
巻
に
出
て
く
る
沙
本
毘
賣
の
物
語
を
抜
き
書
き
し
た
際
に
、
秦
山
は
次
の
よ
う
に
記
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し
て
い
た
（
第
一
冊
、
三
六
丁
オ
）。

　
　

此
辺
疑
モ
無
御
座
候
へ
共
何
ヤ
カ
ヤ
古
風
書
候
ニ
付
コ
レ
ニ
付
可
被
仰
聞
義
モ
可
有
御
座
哉
と
書
上
ケ
申
候
面
白
キ
古
事
ノ
ミ
ニ
候

　

春
海
の
解
答
は
次
節
で
見
る
こ
と
に
す
る
が
、
と
も
か
く
秦
山
は
古
事
そ
の
も
の
に
注
意
を
向
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
秦
山
は
随
所
で

古
事
に
関
す
る
質
問
を
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
神
功
皇
后
の
故
事
に
関
し
て
は
「
石
ヲ
コ
シ
ニ
マ
ツ
イ
候
ハ
臨
産
ヲ
ノ
ベ
申
マ
ジ
ナ
イ
古

代
ニ
有
タ
ル
樣
子
ト
被
存
候
」（
上
巻
、
第
一
冊
六
七
丁
オ
）
と
問
う
て
い
る
。
秦
山
の
言
葉
か
ら
は
古
言
や
古
事
を
「
理
」
に
よ
っ
て

解
釈
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
自
体
が
持
つ
面
白
み
に
関
心
を
い
だ
い
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

（
3
）
歴
史
と
倫
理

　
『
古
事
記
問
批
』
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
歴
史
上
の
人
物
に
対
す
る
倫
理
的
な
解
釈
が
目
立
つ
と
い
う
点
で
あ
る）

33
（

。
歴
史
に
対
し
て
道

徳
的
な
論
評
を
加
え
る
こ
と
は
儒
学
的
な
歴
史
叙
述
の
特
質
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
『
古
事
記
』
に
適
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。『
古
事
記
問
批
』
に
お
け
る
論
評
の
対
象
は
天
皇
に
も
及
ん
で
お
り
、
以
下
は
そ
の
一
例
で
あ
る
（
下
巻
、
第
二
冊
三
八
丁
ウ
）。

　
　

秦
山　

大
長
谷　

二
王
子
怠
レ
リ
ト
テ
殺
シ
玉
フ
モ
甚
シ
キ
御
フ
ル
マ
イ
不
可
然
樣
ニ
奉
存
候

　
　

春
海　

雄
畧
勇
氣
甚
ヨ
リ
起
タ
リ

　

ま
た
次
の
問
目
は
両
者
の
歴
史
に
対
す
る
視
点
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
（
中
巻
、
第
一
冊
二
九
丁
ウ
）。
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秦
山　

タ
ケ
シ
ミ
ヽ
ノ
命
ノ
不
義
不
道
ト
カ
ク
不
被
申
候

　
　

春
海　

 
善
惡
者
ハ
イ
ツ
ノ
世
ト
テ
モ
有
之
人
皇
二
代
如
此
候
無
是
非
事
歟
是
亦
海
神
二
瓊
者
失
給
者
也　

綏
靖
ノ
勇
モ
不
レ
若
二

火
々
出
見
尊
一

　
「
善
惡
者
ハ
イ
ツ
ノ
世
ト
テ
モ
有
之
」
と
い
う
春
海
の
言
葉
が
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
秦
山
と
春
海
に
共
通
し
て
い
る
の
は
天
皇
や
皇

族
の
失
徳
を
直
視
し
、
そ
れ
を
批
判
す
る
態
度
で
あ
る
。
か
か
る
態
度
は
、
他
方
で
秦
山
が
君
臣
の
大
義
を
鼓
吹
し
て
い
た
こ
と
と
矛
盾

す
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
垂
加
派
に
お
け
る
忠
誠
は
時
と
し
て
諫
争
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
秦
山
も
ま
た
天
皇
の
行
跡

に
対
す
る
論
評
を
通
じ
て
皇
室
衰
退
の
原
因
を
探
究
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る）

34
（

。
か
か
る
主
題
は
有
名
な
『
保
建
大
記
打
聞
』（
享
保
五

〈
一
七
二
〇
〉
年
刊
）
に
も
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
草
薙
剣
が
尾
張
に
留
ま
っ
て
か
ら
「
天
下
ハ
武
家
ノ
權
ニ
ナ
リ
申
兆
ハ
出
來
申
カ

ト
奉
存
候
」（
中
巻
、
第
一
冊
六
二
丁
オ
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
秦
山
の
関
心
の
所
在
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
『
古
事
記
問
批
』
は
倫
理
的
解
釈
に
終
始
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
中
巻
に
出
て
く
る
沙
本
毘
賣
の
物
語
へ
の
注
釈

に
は
別
様
の
視
点
も
表
れ
て
い
る
。
沙
本
毘
賣
は
夫
で
あ
る
垂
仁
天
皇
と
天
皇
に
叛
逆
し
た
兄
の
沙
本
毘
古
と
の
間
で
引
き
裂
か
れ
る
。

不
条
理
に
苦
し
み
つ
つ
、
兄
と
と
も
に
死
ぬ
こ
と
を
選
ん
だ
沙
本
毘
賣
に
対
し
春
海
は
次
の
よ
う
に
注
解
す
る
（
第
一
冊
三
四
丁
ウ
）。

　
　

 

勅
ニ
モ
不
從
宮
女
ナ
レ
ハ
詞
ヲ
ケ
タ
カ
ク
申
上
也
死
レ
節
カ
ミ
ソ
ル
モ
櫛
ヲ
ケ
ツ
ル
事
モ
ナ
キ
ヲ
云
ナ
ル
ヘ
シ
伝
ニ
ハ
俗
語
申
上
又

ハ
ケ
タ
カ
キ
言
申
上
ヲ
録
者
ノ
ヤ
サ
シ
ク
記
タ
ル
尤
面
白
候
也
古
事
ヲ
以
事
ノ
ア
リ
タ
ル
様
ニ
書
ス
皆
詔
ト
勅
答
ト
見
ル
ヘ
シ
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春
海
は
沙
本
毘
賣
の
言
葉
に
気
高
さ
を
見
出
し
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
そ
れ
が
「
ヤ
サ
シ
ク
」
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

そ
し
て
古
事
を
あ
る
が
ま
ま
に
記
録
し
て
い
る
点
に
『
古
事
記
』
の
特
質
を
見
て
い
る
。
宣
長
よ
り
も
は
る
か
前
、
垂
加
派
に
お
い
て
も

道
徳
の
み
に
還
元
し
え
な
い
『
古
事
記
』
の
特
質
に
対
す
る
視
線
が
芽
生
え
て
い
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

四
、
岡
田
正
利

　

最
後
に
岡
田
正
利
（
号
は
磯
波
翁
、
磐
斎
）
が
著
し
た
『
古
事
記
事
跡
抄
』
を
取
り
上
げ
た
い
。
正
利
は
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
奈

良
に
生
れ
、
四
十
代
の
時
、
す
な
わ
ち
元
禄
か
ら
宝
永
に
か
け
て
の
時
期
に
神
道
を
学
び
は
じ
め
た
と
い
う）

35
（

。
正
親
町
公
通
、
玉
木
正
英

か
ら
教
え
を
受
け
、
跡
部
良
顕
と
も
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
。
正
利
は
垂
加
派
の
伝
統
を
祖
述
す
る
立
場
か
ら
数
々
の
書
物
を
残
し
、
延

享
元
（
一
七
四
四
）
年
に
没
し
た
。

　
『
古
事
記
事
跡
抄
』
は
現
在
三
冊
本
の
写
本
（
書
写
年
不
明
）
が
無
窮
会
専
門
図
書
館
の
神
習
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
つ

い
て
は
す
で
に
植
松
茂
が
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。
本
書
は
『
古
事
記
』
の
本
文
を
提
示
し
た
後
に
漢
文
で
注
を
加
え
る
と
い
う
体
裁
だ
が
、

そ
の
本
文
は
卜
部
本
系
統
の
写
本
か
寛
永
版
本
を
基
と
し
、
延
佳
本
を
参
照
し
て
校
訂
し
た
の
だ
ろ
う
と
植
松
は
推
測
す
る）

36
（

。
ま
た
訓
は

延
佳
本
と
似
て
い
る
も
の
の
、「
昇
卽
天
位
」（
上
巻
四
丁
ウ
二
行
）
を
「
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
キ
シ
ロ
シ
メ
ス
」
と
訓
む
な
ど
、
独
自
の
訓
も
見

ら
れ
る
と
い
う）

37
（

。
以
下
、
本
書
の
成
立
背
景
に
触
れ
た
の
ち
具
体
的
な
内
容
を
考
察
し
た
い
。

（
1
）『
古
事
記
事
跡
抄
』
の
成
立
背
景

　

本
書
第
三
冊
の
末
尾
（
五
六
丁
オ
）
に
は
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。
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古
事
記
事
跡
抄
三
巻
者
以
所
聞
傳
畧
解
釋
之
老
耄
文
字
且
不
分
明
焉
看
之
人
可
改
正
矣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

干
時
元
文
四
年
初
秋
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

礒
波
翁
岡
田
正
利
八
十
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朱
印

　

こ
の
奥
書
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
書
は
正
利
が
亡
く
な
る
五
年
前
、
八
〇
歳
と
い
う
高
齢
で
書
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
正
利
は
元
文

三
（
一
七
三
八
）
年
に
『
日
本
書
紀
事
跡
考
』
を
、
元
文
五
（
一
七
四
〇
）
年
に
は
『
先
代
旧
事
本
紀
事
跡
抄
』
を
著
し
て
お
り
、
本
書

は
一
連
の
「
事
跡
」
研
究
の
一
環
で
あ
っ
た
。
本
書
の
主
内
容
は
『
古
事
記
』
中
に
現
れ
る
事
柄
や
語
句
の
考
証
で
あ
る
が
、
そ
の
述
作

の
目
的
は
『
先
代
旧
事
本
紀
事
跡
抄
』
の
奥
書
で
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　

 

舊
事
紀
古
事
記
無
二
抄
註
一
依
レ
之
以
下
所
ノ

レ
聞
二
先
師
ニ

一
之
事
ヲ

上
編
二
集
シ
之
ヲ

一
號
ス

二
事
跡
抄
ト

一
然
ル
ニ
老
後
忘
却
シ
テ
而
多
シ

二
脱
字
誤

説
一
且
ツ
勞
シ
テ
而
不
レ
能
二
淸
書
ス
ル

一
冀
ク
ハ
俟
ツ

二
同
志
ノ
之
改
正
ヲ

一
而
已

　
　
　

元
文
五
庚
申
歳
仲
春
初
午　

礒
波
翁
岡
田
正
利
八
十
歳
書
之）

38
（

　

す
な
わ
ち
正
利
は
『
旧
事
紀
』
と
『
古
事
記
』
の
抄
注
が
い
ま
だ
見
ら
れ
な
い
と
い
う
現
状
に
鑑
み
て
二
つ
の
『
事
跡
抄
』
を
著
し
た

の
で
あ
る
。

　

の
み
な
ら
ず
、三
つ
の
書
の
形
式
を
較
べ
て
み
る
と
、『
日
本
書
紀
事
跡
考
』
が
問
題
と
な
る
語
句
だ
け
を
抜
き
出
し
て
注
を
付
け
、『
先
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代
旧
事
本
紀
事
跡
抄
』
が
「
…
…
至
…
…
」
と
い
う
中
略
の
形
で
本
文
を
引
用
す
る
の
に
対
し
、『
古
事
記
事
跡
抄
』
だ
け
は
本
文
全
て

を
掲
載
し
て
い
る
。
文
章
量
の
問
題
が
あ
る
の
で
単
純
に
比
較
で
き
な
い
が
、
正
利
は
い
ま
だ
『
古
事
記
』
の
十
分
な
注
解
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
状
況
の
中
で
、
そ
の
本
文
を
全
て
解
読
す
る
と
い
う
企
図
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
2
）
神
代
の
解
釈

　

本
書
は
「
神
道
的
色
彩
が
ほ
と
ん
ど
な
い）

39
（

」
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
わ
ず
か
な
が
ら
残
さ
れ
た
正
利
の
神
話
理
解
を
瞥
見
し
た
い
。

ま
ず
序
文
の
注
で
は
、「
参
神
」（
上
巻
一
丁
オ
）
を
神
代
紀
冒
頭
の
国
常
立
神
以
下
の
三
神
の
こ
と
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
造
化
三
神
に
つ

い
て
は
「
口
訣
ニ
曰
天
御
中
主
ノ
尊
ハ
者
明
理
ノ
本
源
鎮
ナ
ヘ
ニ
所
ノ

レ
生ア

レ
マ
ス

二
高
天
原
ニ

一
神
也
」（
一
丁
ウ
）
云
々
と
忌
部
正
通
『
神
代
巻
口
訣
』

の
説
を
引
い
て
説
明
す
る）

40
（

。「
出
二
入
ハ
幽
明
ニ

一
或
ハ
未
生
ニ
シ
テ
爲ナ

リ
テ

二
造
化
ト

一
而
隱
シ

レ
身
ヲ
或
ハ
已
生
ニ
シ
テ
爲ナ

リ
テ

二
氣
化
ト

一
而
顕
ハ
ス

レ
形
ヲ
」（
同
前
）

と
い
う
「
四
化
之
伝
」
に
よ
る
注
釈
も
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
は
「
天ア

メ
ツ
チ
ハ
シ
メ
テ
ヒ
ラ
ク
ル
ノ
ト
キ

地
初
發
之
時
」（
九
丁
オ
）
以
下
の
注
釈
で
よ
り
具
体

的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

 

天
地
初
發
ハ
者
神
代
ノ
巻
ニ
曰
其
淸
ミ
陽
ナ
ル
者
ハ
薄
靡
テ
而
爲
リ

レ
天
ト
重
ク
濁
レ
ル
者
ハ
淹
滯
テ
而
爲
ル

レ
地
ト
○
高
天
ノ
原
ハ
大
虚
淸
浄
之
地
也

○
天
御
中
主
ノ
神
ハ
者
造
化
之
神
天ア

メ
ハ

所
レ
依
之
處
也
統
二
御
シ
テ
於
萬
物
ニ

一
而
主ツ

カ
サ

二
宰ト

ル

天
地
之
中
ヲ

一
神
也
○
高
御
産
巢
日
ノ
神
ハ
者
既
ニ

開ヒ
ラ
ケ
テ闢

而
於
二
高
天
ノ
原
ニ

一
化ナ

リ
二
生イ

ダ
ス

萬
ノ
物
ヲ

一
神
也
○
神
産
巢
日
ノ
神
ハ
者
靈ミ

タ
マ

降
リ
テ
而
爲
二
生イ

ケ
ル
モ
ノ物

之
魂

ミ
タ
マ
ト

一
神
也
此
二
ノ
神
ハ
天
御
中
主
之
子
ニ
シ

テ
而
造
化
ノ
神
也
○
獨
リ
神
ト
成
リ
ハ
者
自
然
ニ
一
神
宛
出
生
也
隱
シ
マ
ス
ハ

レ
身
ヲ
者
造
化
ニ
シ
テ
而
無
レ
形
チ
也
…
…
○
萌
シ
騰
ル
ハ
者
譬
フ

二
一
氣
ノ

機キ
サ
シ
ヲ
コ
ル發

處
ニ

一
○
比
古
遲
ノ
神
ハ
者
一
氣
之
元
神
天
御
中
主
ノ
尊
同
體
異
名
○
天
常
立
ノ
神
ハ
者
屬
ス

二
天
德
ニ

一
有
二
此
神
一
故
四
時
不
レ
違
ハ
日

月
不
レ
失
ハ

レ
度
ヲ
是
レ
又
天
御
中
主
ノ
尊
同
體
異
名
ナ
リ
○
別ワ

ケ
ア
メ
ノ天

神
ト
ハ
者
日
本
紀
七
代
ノ
神
之
外
別
テ
立
レ
系
ヲ
分
ツ

二
五
神
ヲ

一（
九
丁
オ―

ウ
）
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天
地
の
開
闢
は
神
代
紀
と
の
照
合
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
、造
化
三
神
の
神
格
は
こ
こ
で
も
『
神
代
巻
口
訣
』
に
依
拠
し
て
説
明
さ
れ
る
。

三
神
は
「
造
化
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
無
レ
形
チ
」
と
す
る
点
は
為
起
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
正
利
は
垂
加
神
道
の
基
本
的
な
枠

組
み
に
沿
っ
て
『
古
事
記
』
を
解
釈
す
る
。
し
か
し
「
萌
騰
之
物
」
の
句
に
関
し
て
単
に
「
一
氣
ノ
機キ

サ
シ
ヲ
コ
ル發

處
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
正

利
と
為
起
に
は
関
心
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
例
証
と
し
て
、「
名
ク

二
大ヲ

ホ
コ
ト
ヲ
シ
ヲ
ノ

事
忍
男
神
ト

一
」（
上
巻
一
三
丁
ウ
）
以
下
の
注
釈
を
挙
げ
て

お
こ
う
。

　
　

 

○
大
事
忍
男
ノ
神
以
下
至
二
速
秋
津
姫
ニ

一
十
神
舊
事
紀
ニ
曰
二
尊
既
ニ
生
レ
國
竟ヲ

ハ
リ

更
ニ
生
二
神
十
柱
ヲ

一
〈
止
ル

レ
此
〉
造
化
之
伊
弉
諾
伊
弉

冊
生
ト
云
ハ

レ
國
ヲ
者

陽
感
通
シ
テ
而
滄
海
國
土
出
來
之
謂
ヒ
也
又
人
體
之
諾
冉
ノ
尊
生
ト
云
ハ

レ
國
ヲ
者
踏
ミ

二
分
ケ
玉
フ
山
川
林
澤
ヲ

一
之
謂
也

生
二
諸
神
ヲ

一
亦
同
意
也
○
大
綿
津
見
ノ
命
ハ
者
攝
州
住
吉
大
海
ノ
神
社
○
速
秋
津
彦
ノ
神
ハ
者
水
戸
ノ
神
也
五
十
鈴
川
ノ
上
在
リ

二
伊
勢
志
摩

ノ
國
ノ
堺
瀧
カ
原
ニ

一
○
速
秋
津
姫
ハ
者
速
秋
津
彦
之
妹
瀧
カ
原
之
内
並ナ

ラ
ヒ
ノ

宮
ニ
坐
ス
○
二
神
因
二
河
海
一
生
ス

二
八
神
ヲ

一
○
天
水
分
ノ
神
ハ
者
河
内

ノ
國
石
川
郡
水
分
ノ
神
社
（
一
四
丁
オ―

ウ
）

　
「
造
化
」
と
「
人
體
（
気
化
）」
と
い
う
「
四
化
」
の
範
疇
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
諸
神
を
祭
る
神
社
に
関
し
て
詳
細

な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
事
跡
抄
」
と
称
し
て
い
る
以
上
当
然
と
も
い
え
よ
う
が
、
同
様
の
考
証
は
全
編
を
通
じ
て
行

わ
れ
て
い
る
。
正
利
は
「
土
金
」
と
い
う
原
理
の
貫
徹
を
跡
付
け
る
こ
と
よ
り
も
古
事
自
体
の
究
明
に
力
を
注
ぐ
の
で
あ
る
。
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（
3
）
古
言
の
探
究
と
契
沖

　
『
古
事
記
事
跡
抄
』
の
大
き
な
特
徴
は
古
語
に
関
す
る
理
解
の
進
展
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
上
巻
の
「
匍ハ

ラ
二
匐バ

ヒ

御ミ
マ
ク
ラ枕

方ベ
ニ

一

匍ハ
ラ

二
匐バ

ヒ
テ
ミ
ア
ト
ベ
ニ

御
足
方
一
而
」（
上
巻
一
六
丁
オ
）
と
い
う
一
節
に
関
し
て
、「
方
ノ
字
萬
葉
ニ
與ト
レ
邊
通
ス
」（
一
六
丁
ウ
）
と
注
釈
し
て
い
る
よ
う
に
、

正
利
は
古
代
の
文
献
の
用
例
を
参
照
す
る
こ
と
で
帰
納
的
に
古
語
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
。
為
起
の
よ
う
な
付
会
的
な
解
釈
は
正
利
に
は

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

正
利
は
古
言
を
読
解
す
る
際
、
し
ば
し
ば
延
佳
本
の
注
釈
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
他
方
で
そ
の
解
釈
を
否
定
し
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、

特
に
そ
れ
は
歌
謡
の
注
釈
に
見
ら
れ
る
。
植
松
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に）

41
（

、
そ
の
際
正
利
が
延
佳
に
代
わ
っ
て
参
照
し
た
の
は
契
沖

の
『
厚
顔
抄
』（
元
禄
四
〈
一
六
九
一
〉
年
成
立
）
で
あ
っ
た
。
植
松
は
そ
の
例
と
し
て
大
国
主
神
の
歌
謡
「
奴ヌ

バ

タ

マ

ノ

ク

ロ

キ

ミ

ケ

婆
多
麻
能
久
路
岐
美
祁

斯シ

ヲ遠
…
…
」（
上
巻
三
八
丁
ウ
）
に
関
す
る
注
釈
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
一
例
を
挙
げ
て
契
沖
の
原
文
と
比
べ
て
み
よ
う
。

　
　

牟ム

那ナ

美ミ

流ル

登ト

岐キ

婆ハ
ハ
者
胸ム

ナ
ミ
ル
ト
キ
ニ
シ
テ

見
時
而
顧
ミ
ル

二
我
身
ヲ

一
也
延
佳
本
ニ
牟ム

ナ
ミ
ル
ハ

那
美
流
者
虚ム

ナ
ミ
ル見

也
（
三
九
丁
オ―

ウ
）

　
　

 

胸
見
時
者
歟
。
鳥
ノ
物
ヲ
倩
ヒ
見
ル
ニ
、
キ
ト
見
ル
時
ハ
胸
ヲ
ソ
ラ
セ
ハ
、
サ
ル
体
ニ
心
ヲ
入
レ
テ
身
ニ
似
相
ヤ
イ
ナ
ヤ
ト
ヨ
ク
見

ル
ヲ
ヨ
ソ
ヘ
テ
ノ
タ
マ
フ
歟）

42
（

（『
厚
顔
抄
』
下
）

　

こ
の
よ
う
に
秦
山
と
春
海
が
読
み
解
け
な
か
っ
た
歌
謡
を
、
正
利
は
契
沖
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
読
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
こ
の
歌
に
出
て
く
る
「
宇ウ

ナ

カ

フ

シ

那
加
夫
斯
」
と
い
う
古
語
を
、
為
起
は
「
イ
ヤ
ナ
イ
ナ
カ
ト
云
心
」（
宣
長
手
沢
本
『
古
事
記
』、
上
巻
三
四
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丁
オ
）
と
解
釈
し
て
い
た
（「
田
舎
憂う

し
」
と
訓
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
）。
そ
れ
に
対
し
て
正
利
は
、「
低
頗
傾
ナ
リ）

43
（

」（
同
前
）
と
い
う
契
沖

の
解
釈
に
拠
り
、「
低タ

レ
カ
ブ
シ
ニ
テ
ウ
ナ
タ
レ
カ
タ
フ
ク

頗
傾
而
伲
傾
也
」（
四
〇
丁
ウ
）
と
注
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宣
長
の
解
釈
と
も
一
致
す
る
（『
古
事
記
伝
』
一
一
之
巻
、

九
・
四
九
四
）。

　

正
利
が
契
沖
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
は
歌
謡
以
外
の
点
で
も
立
証
で
き
る
。
た
と
え
ば
植
松
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に）

44
（

、
序
文
の

「
獻タ

テ
マ
ツ
ラ
シ
ム
テ
イ
レ
バ

上
者
謹
テ
随
ヒ

二
詔
旨
ニ

一
…
…
」（
上
巻
七
丁
ウ
）
と
い
う
一
節
の
注
で
、
正
利
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 

契
仲マ

マ
カ
云
者
ノ
字
屬
ス

レ
下
ニ
世
人
爲
ハ

二
屬
ス
ル

レ
上
ニ
之
詞
ト

一
非
也
者
ノ
字
ノ
訓
氐テ

部ヘ

里リ
ト

云
フ
字
之
意
止ト

伊イ

部ヘ

利リ

之
義
也
此
説
先
人
未
發
之

事
也
（
同
前
）

　

ま
た
、正
利
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
『
礒
波
書
目
』
に
は
確
か
に
『
厚
顔
抄
』
の
記
載
が
あ
る）

45
（

。
さ
ら
に
『
日
本
書
紀
事
跡
抄
』
に
は
「
所

引
書
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
な
書
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る）

46
（

。

　
　

一　

延
喜
式
神
名
帳　
　
　

一　

釈
日
本
紀

　
　

一　

五
畿
内
志　
　
　
　
　

一　

姓
氏
録

　
　

一　

皇
和
通
畧

暦〔
朱
筆
〕　

　
　
　

一　

神
皇
雑
用
先
規
録

　
　

一　

厚
顔
抄　
　
　
　
　
　

一　

元
禄
諸
陵
式

　
　

一　

伴
部
氏
日
本
紀
考

　
　

一　

舊
事
紀
短
山
翁
頭
書　

一　

古
事
紀

記〔
朱
筆
〕同

頭
書
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一　

松
下
見
林
頭
書　
　
　

一　

契
仲

冲〔
朱
筆
〕頭

書

　
　

一　

小
山
祐
有
日
本
紀
抄

　

こ
の
よ
う
に
正
利
は
『
厚
顔
抄
』
以
外
に
も
「
契
冲
頭
書
」
な
る
書
物
を
参
照
し
て
い
た
の
だ
っ
た）

47
（

。

　

留
意
す
べ
き
は
垂
加
派
の
中
で
契
沖
の
注
釈
書
を
参
照
し
て
い
た
の
が
正
利
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
初
に
触
れ

た
よ
う
に
、
山
本
復
斎
は
お
お
よ
そ
享
保
年
間
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
神
代
紀
抄
説
』
の
中
で
契
沖
の
『
厚
顔
抄
』
を
参
照
し
て
お

り）
48
（

、
契
沖
門
流
と
の
交
流
も
あ
っ
た
。
復
斎
と
同
門
の
若
林
強
斎
も
ま
た
契
沖
を
敬
仰
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
語
録
の
端
々
か
ら
う
か

が
え
る
。
た
と
え
ば
「
中
興
和
訓
ニ
達
セ
ル
者
、
此
慧マ

マ

冲
ニ
及
ブ
モ
ノ
ハ
ナ
キ
ト
見
ユ
ル
ナ
リ）

49
（

」（『
雑
話
続
録
』）
と
述
べ
、
契
沖
の
こ

と
を
「
萬
葉
ノ
朱
子）

50
（

」（『
望
楠
所
聞
』）
と
す
ら
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
通
証
』（
宝
暦
元
〈
一
七
五
一
〉
年
成
立
）
を
著

し
た
谷
川
士
清
が
契
沖
門
流
の
樋
口
宗
武
に
従
学
し
、
契
沖
の
説
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
も
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る）

51
（

。

　

彼
ら
は
お
お
む
ね
享
保
期
以
降
に
活
躍
し
た
垂
加
派
で
あ
る
。
お
よ
そ
一
八
世
紀
の
初
め
を
境
と
し
て
垂
加
派
に
お
け
る
古
言
へ
の
探

究
は
従
来
の
付
会
的
解
釈
か
ら
徐
々
に
離
れ
て
い
き
、
契
沖
の
古
学
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
正
利
の
『
古
事
記
事
跡
抄
』
は

か
か
る
趨
勢
の
一
つ
の
表
れ
に
他
な
ら
な
い
。

　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
垂
加
派
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
の
所
産
で
あ
る
三
つ
の
書
物
を
概
観
し
て
き
た
。
垂
加
派
は
基
本
的
に
『
日
本
書
紀
』
を

中
心
的
な
神
典
と
し
、『
古
事
記
』
を
そ
の
補
助
と
し
て
い
た
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
三
つ
の
資
料
に
お
い
て
も
、『
日
本
書
紀
』
の
内
容

に
『
古
事
記
』
を
す
り
合
わ
せ
る
よ
う
な
解
釈
が
基
調
に
あ
る
。
他
方
で
垂
加
派
で
は
神
典
を
あ
る
が
ま
ま
に
読
も
う
と
す
る
注
釈
態
度
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や
古
語
へ
の
関
心
も
醸
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
『
古
事
記
』
研
究
に
お
い
て
も
様
々
な
形
で
表
れ
た
。

　

大
山
為
起
は
『
古
事
記
』
の
本
文
校
訂
に
成
果
を
挙
げ
て
い
た
が
、
神
典
解
釈
と
し
て
は
「
土
金
」
と
い
う
生
成
原
理
の
貫
徹
を
見
出

そ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
そ
れ
に
伴
い
、
古
語
の
解
釈
も
付
会
に
陥
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

　

谷
秦
山
と
渋
川
春
海
の
『
古
事
記
問
批
』
に
お
い
て
は
神
学
的
議
論
が
後
景
に
退
き
、
古
言
と
古
事
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
延

佳
の
解
釈
の
問
題
に
気
づ
き
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
代
わ
る
有
効
な
手
立
て
を
見
出
せ
な
い
も
ど
か
し
さ
が
う
か
が
え
る
。
本
書
で
は
倫
理

的
な
解
釈
が
顕
著
で
あ
る
が
、
道
徳
に
限
定
さ
れ
な
い
立
場
か
ら
『
古
事
記
』
を
読
む
視
点
も
芽
生
え
て
い
た
。

　

岡
田
正
利
の
『
古
事
記
事
跡
抄
』
は
『
古
事
記
』
全
文
の
解
読
を
目
指
す
試
み
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
書
で
は
古
事
と
古
語
の
考

証
が
前
面
に
出
て
き
て
い
る
。
正
利
も
ま
た
基
本
的
に
延
佳
の
説
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
特
に
歌
謡
の
部
分
で
は
契
沖
の
注
釈
を
参
照
し

て
お
り
、
古
語
の
理
解
が
著
し
く
進
展
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一
八
世
紀
の
垂
加
派
に
共
通
す
る
趨
勢
の
表
れ
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
改
め
て
示
し
た
よ
う
に
、垂
加
派
に
お
け
る
神
典
へ
の
態
度
や
古
言
へ
の
関
心
は
内
発
的
に
実
証
的
研
究
を
生
み
出
し
て
お
り
、

そ
の
延
長
線
上
で
契
沖
の
よ
う
な
国
学
の
潮
流
と
も
交
わ
っ
て
い
た
。
実
証
的
方
法
に
よ
る
『
古
事
記
』
研
究
も
わ
ず
か
な
が
ら
と
は
い

え
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
垂
加
派
か
ら
宣
長
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
は
な
お
解
明
す
べ
き
こ
と
が
数
多
く
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
そ

れ
が
単
純
な
克
服
の
歴
史
で
な
か
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

付
記 　

本
稿
は
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
日
本
文
化
研
究
所
の
研
究
事
業
「「
國
學
院
大
學　

国
学
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

を
拠
点
と
す
る
国
学
の
『
古
事
記
』
解
釈
の
研
究
」
の
成
果
を
も
と
に
し
て
い
る
。
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
松
本
久
史
先
生
か

ら
多
大
な
ご
教
示
を
た
ま
わ
り
、
ま
た
吉
田
悦
之
館
長
を
は
じ
め
と
す
る
本
居
宣
長
記
念
館
の
方
々
、
鈴
木
望
先
生
を
は
じ
め
と
す

る
公
益
財
団
法
人
無
窮
会
の
方
々
に
は
資
料
の
閲
覧
に
関
し
て
ご
高
配
を
い
た
だ
い
た
。
小
田
真
裕
氏
に
は
史
料
の
解
読
に
ご
助
力
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を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

註

（
1
）
斎
藤
英
喜
『
古
事
記
は
い
か
に
読
ま
れ
て
き
た
か
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）、
お
よ
び
渡
邉
卓
『『
日
本
書
紀
』
受
容
史
研

究―

国
学
に
お
け
る
方
法―

』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
2
）「
一
七
世
紀
前
半
〜
一
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
〈
知
〉
の
断
面
│
魚
崎
村
の
闇
斎
学
派
・
山
本
復
斎
を
通
し
て
│
」、『
書
物
・
出
版

と
社
会
変
容
』
一
六
号
、
二
〇
一
四
年
、
八
七―

九
三
頁
。

（
3
）
松
本
丘
『
垂
加
神
道
の
人
々
と
日
本
書
紀
』
弘
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
、
一
五
八
頁
。

（
4
）
最
初
の
版
本
に
関
し
て
は
同
じ
年
記
を
有
す
る
風
月
宗
智
版
も
あ
り
、
先
後
関
係
に
は
議
論
が
あ
る
も
の
の
、
前
川
版
が
原
版
で

あ
る
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
鼇
頭
古
事
記
』
の
出
版
年
は
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
と
す
る
説
も
あ
る
。
松
本
久
史

先
生
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
5
）『
本
居
宣
長
全
集
』（
筑
摩
書
房
）
か
ら
の
引
用
は
巻
数
と
頁
数
の
み
を
記
す
。
以
下
、
一
次
資
料
の
引
用
で
は
原
文
の
復
元
に
努

め
た
が
、
一
部
の
異
体
字
や
合
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
割
注
は
山
括
弧
で
表
し
、
引
用
者
注
は
亀
甲
括
弧
で
表
し
た
。

（
6
）『
神
道
大
系 

論
説
編
一
三 

垂
加
神
道
（
下
）』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
七
八
年
、
二
〇
一
頁
。

（
7
）『
神
道
大
系 

論
説
編
一
二 

垂
加
神
道
（
上
）』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
四
年
、
三
二
五
頁
。

（
8
）
松
本
前
掲
書
、
一
四
五
頁
。

（
9
）
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
刊
本
、
一
丁
オ―

ウ
。

（
10
）
千
葉
真
也
「
古
事
記
」（
本
居
宣
長
記
念
館
編
『
本
居
宣
長
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）、
斎
藤
前
掲
書
、
一
六―

一
九
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頁
を
参
照
。

（
11
）「
本
居
宣
長
手
沢
本
旧
事
紀
ま
た
は
大
山
為
起
校
訂
本
旧
事
紀
に
つ
い
て
」（『
朱
』
三
六
号
、
一
九
九
三
年
二
月
）、「
古
事
記
校
訂

に
お
け
る
為
起
と
宣
長
│
宣
長
手
沢
本
古
事
記
上
巻
│
」（『
相
愛
大
学
研
究
論
集
』
九
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）、「
為
起
か
ら
宣
長
へ
」

（『
中
西
智
海
先
生
還
暦
記
念
論
文
集　

仏
教
と
人
間
』
所
収
、永
田
文
昌
堂
、一
九
九
四
年
）。
千
葉
が
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、

「
為
起
按
…
…
」
と
い
う
書
入
れ
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
伏
見
稲
荷
大
社
所
蔵
の
為
起
自
筆
資
料
の
署
名
が
宣
長
手
沢
本
に
お
け

る
そ
れ
と
酷
似
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
為
起
の
書
入
れ
に
つ
い
て
は
「
本
居
宣
長
書
入
本
寛
永
版
『
古
事
記
』
の
考
察―

別

天
神
「
天
之
常
立
神
」
の
項
（
続
）―

」（『
古
事
記
・
日
本
書
紀
論
叢―

太
田
善
麿
先
生
追
悼
論
文
集―

』
所
収
、
続
群
書
類
従
完
成

会
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
、
岡
本
準
水
に
よ
る
一
連
の
宣
長
手
沢
本
研
究
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
岡
本
は
書
入
れ
が
為
起
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
の
考
察
に
も
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

（
12
）
千
葉
前
掲
「
古
事
記
校
訂
に
お
け
る
為
起
と
宣
長
」、
三
〇
頁
。

（
13
）
為
起
の
経
歴
に
関
し
て
は
主
に
以
下
の
論
文
を
参
照
し
た
。
西
田
長
男
「
大
山
為
起
」（『
朱
』
二
九
号
、
一
九
八
五
年
六
月
）、
渡

邉
卓
「
大
山
為
起
『
味
酒
講
記
』
の
成
立
過
程
と
そ
の
註
釈
法
」（『
朱
』
五
七
号
、
二
〇
一
四
年
二
月
）。

（
14
）『
味
酒
講
記
』
の
歴
史
的
意
義
と
そ
の
執
筆
背
景
に
つ
い
て
は
西
岡
和
彦
「
大
山
為
起
の
日
本
書
紀
研
究
と
藤
森
神
社
│
近
世
中
期

神
道
家
の
古
典
研
究
│
」（『
神
道
宗
教
』
一
五
三
号
、
一
九
九
三
年
）、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
西
岡
和
彦
「
垂
加
神
道
善
悪
考
序
説

│
山
崎
闇
斎
と
大
山
為
起
│
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
四
七
号
、
一
九
九
六
年
四
月
）、
渡
邉
前
掲
「
大
山
為
起
『
味
酒
講
記
』
の
成

立
過
程
と
そ
の
註
釈
法
」
に
詳
し
い
。

（
15
）
西
田
長
男
「
大
山
為
起
の
学
問
│
そ
の
校
訂
本
『
先
代
旧
事
本
紀
』
を
通
じ
て
│
」、『
朱
』
二
四
号
、
一
九
八
〇
年
六
月
、

一
四
四
頁
。
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（
16
）
な
お
、
本
書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と
紙
焼
き
写
真
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）
本
文
に
加
筆
さ
れ
た
訓
に
関
し
て
は
為
起
と
宣
長
の
も
の
を
判
別
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
明
ら
か
に
宣
長
に
よ
る
も
の
を
除
き
、

一
括
し
て
引
用
し
た
。

（
18
）
も
っ
と
も
為
起
は
天
照
大
神
を
人
体
神
と
し
て
の
み
と
ら
え
て
い
た
と
い
う
（
松
本
前
掲
書
、
一
五
一―

一
五
二
頁
）。

（
19
）『
神
道
大
系 

論
説
編
一
二　

垂
加
神
道
（
上
）』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
四
年
、
三
三
五
頁
。

（
20
）
以
下
、
垂
加
神
道
の
教
説
に
関
し
て
は
高
島
元
洋
『
山
崎
闇
斎
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
二
年
）
が
参
考
に
な
っ
た
。

（
21
）
前
掲
『
神
道
大
系 
論
説
編
一
二　

垂
加
神
道
（
上
）』、
三
三
六
頁
。

（
22
）
同
前
、
三
四
一
頁
。

（
23
）
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
写
本
、
書
写
年
不
明
、
第
一
冊
六
丁
オ
。

（
24
）
西
田
前
掲
「
大
山
為
起
の
学
問
」、
一
四
〇
頁
。

（
25
）
吉
崎
久
編
『
山
内
文
庫　

谷
秦
山
・
垣
守
・
眞
潮
関
係
書
目
録
』（
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）
で
は
内
題
に
し
た

が
っ
て
『
古
事
記
問
目
』
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
画
像
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://base1.nijl.ac.jp/~w

akosyo/

）
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
ち
ら
を
参
照
し
た
。

（
26
）
春
海
に
つ
い
て
は
西
内
雅
『
渋
川
春
海
の
研
究
』（
至
文
堂
、
一
九
四
〇
年
）、
お
よ
び
和
田
光
俊
・
林
淳
「
渋
川
春
海
年
譜
」（『
神

道
宗
教
』
一
八
四
号
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
27
）
秦
山
に
つ
い
て
は
西
内
雅
『
谷
秦
山
の
神
道
』（
高
原
社
、
一
九
四
三
年
）、
吉
崎
久
「
谷
秦
山
略
年
譜
稿
」（
前
掲
『
谷
秦
山
・
垣

守
・
眞
潮
関
係
書
目
録
』
所
収
）
を
参
照
。

（
28
）
こ
れ
ら
の
問
目
の
翻
刻
は
大
久
保
千
濤
編
『
神
代
温
義
』（
高
知
県
神
職
会
、
一
九
四
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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（
29
）「
賀
茂
真
淵
の
古
典
会
読
│
『
谷
垣
守
日
記
』
並
に
『
古
事
記
聞
書
』
を
資
料
と
し
て
│
」、『
国
語
と
国
文
学
』
二
三
巻
九
号
、

一
九
四
六
年
九
月
、
三
五
頁
。

（
30
）『
日
本
思
想
大
系
三
九　

近
世
神
道
論　

前
期
国
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
八
六―

八
七
頁
。

（
31
）
も
っ
と
も
前
述
の
神
代
紀
を
め
ぐ
る
問
目
で
は
神
学
的
議
論
も
行
わ
れ
て
い
る
。『
古
事
記
問
目
』
で
か
か
る
議
論
が
前
面
に
出
て

い
な
い
こ
と
は
、『
古
事
記
』
を
あ
く
ま
で
『
日
本
書
紀
』
の
補
助
と
す
る
視
点
と
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
32
）
前
掲
『
神
代
温
義
』、
七
八
八
頁
。

（
33
）
本
稿
と
若
干
意
味
合
い
は
異
な
る
が
、松
本
丘
は
秦
山
の
神
代
紀
解
釈
の
特
質
と
し
て
「
倫
理
的
解
釈
」
を
挙
げ
て
い
る
（
前
掲
書
、

一
四
五
頁
）。

（
34
）
垂
加
派
の
天
皇
観
に
つ
い
て
は
西
岡
和
彦
「
江
戸
垂
加
派
の
天
皇
観
│
跡
部
良
顕
と
伴
部
安
崇
の
『
旧
事
本
紀
研
究
』
を
通
し
て
│
」

（『
日
本
学
研
究
』
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
）
を
参
照
。

（
35
）
吉
崎
久
「
岡
田
正
利
略
年
譜
」（
同
編
『
岡
田
磐
斎
・
盤
鎮
父
子
蔵
書
目
録
』
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
、
一
九
八
五
年
）、
谷
省

吾
「
岡
田
正
利
の
自
敘
小
伝
『
磐
斎
之
記
』」（『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。

（
36
）「
近
世
初
期
の
古
事
記
研
究
」、『
古
事
記
年
報
』
四
号
、
一
九
五
七
年
六
月
、
三
〇
頁
。

（
37
）
同
前
、
三
一
頁
。

（
38
）
無
窮
会
専
門
図
書
館
神
習
文
庫
所
蔵
写
本
、
書
写
年
不
明
、
第
三
冊
八
六
丁
オ
。

（
39
）
同
右
、
三
二
頁
。

（
40
）『
神
代
巻
口
訣
』
の
説
は
為
起
も
『
味
酒
講
記
』
の
中
で
引
き
（
第
一
冊
一
五
丁
オ
）、秦
山
も
春
海
と
の
問
目
で
引
用
し
て
お
り
（『
神

代
初
問
』
一
、
前
掲
『
神
代
温
義
』、
一
五
頁
）、
三
者
と
も
三
神
を
理
解
す
る
際
の
前
提
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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（
41
）
前
掲
論
文
、
三
三―

三
四
頁
。

（
42
）『
契
沖
全
集
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
五
五
九
頁
。

（
43
）
同
前
、
五
六
一
頁
。

（
44
）
前
掲
論
文
、
三
四
頁
。

（
45
）
谷
省
吾
監
修
・
吉
崎
久
編
『
岡
田
磐
齋
・
磐
鎮
父
子
蔵
書
目
録
』
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
、
一
九
八
五
年
、
九
頁
。

（
46
）
神
習
文
庫
所
蔵
写
本
、
書
写
年
不
明
、
四
丁
オ
。

（
47
）「
契
冲
頭
書
」
は
『
日
本
書
記
』
の
注
釈
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
（
契
沖
に
よ
る
『
日
本
書
紀
』
へ
の
書
入
れ
は
岩
波
書
店
版

全
集
の
第
一
六
巻
に
収
録
）、
書
目
の
配
列
か
ら
す
る
と
『
古
事
記
』
の
注
釈
を
指
し
て
い
る
と
読
め
な
く
も
な
い
。『
古
事
記
』
の
注

釈
は
『
契
沖
全
集
』
に
未
収
録
で
あ
る
が
、
植
島
は
『
古
事
記
事
跡
抄
』
上
巻
七
丁
ウ
に
お
け
る
契
沖
の
引
用
の
出
典
が
不
明
で
あ
る

と
し
（
前
掲
論
文
、
三
四
頁
）、
契
沖
の
『
古
事
記
』
注
釈
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
（
一
九
頁
）。
ま
た
遠
江
国
の

国
学
者
、
斎
藤
信
幸
（
見
附
天
神
社
神
職
、
荷
田
春
満
門
人
）
が
「
契
冲
校
本
」
の
『
古
事
記
』
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
、
明
和
四

（
一
七
六
八
）
年
一
二
月
二
八
日
付
、
信
幸
宛
賀
茂
真
淵
書
簡
に
見
え
る
（『
賀
茂
真
淵
全
集
』
第
二
三
巻
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
九
二
年
、
一
八
頁
）。
松
本
久
史
先
生
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
48
）
松
本
前
掲
書
、
二
一
六―

二
一
八
頁
。

（
49
）
前
掲
『
神
道
大
系　

垂
加
神
道
（
下
）』、
一
二
九
頁
。

（
50
）
金
本
正
孝
編
『
強
斎
先
生
語
録
』
渓
水
社
、
二
〇
〇
一
年
、
九
六
頁
。

（
51
）
福
井
久
蔵
「
谷
川
淡
斎
翁
の
書
入
萬
葉
集
等
に
つ
き
て
」（『
谷
川
士
清
先
生
傳
』
大
日
本
図
書
、
一
九
一
一
年
）、
松
本
前
掲
書
、

一
五
八
頁
を
参
照
。
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